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は
じ
め
に

は
じ
め
に

　
2
0
2
3
年
11
月
14
日
午
後
6
時
か

ら
、
コ
モ
レ
四
谷
タ
ワ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
死
刑

廃
止
の
実
現
を
考
え
る
日
2
0
2
3
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
加
毛
修
死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑

罰
制
度
改
革
実
現
本
部
本
部
長
代
行

（
第
一
東
京
）
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

基
調
報
告
と
し
て
、伊
井
和
彦
会
員（
東

京
・
当
本
部
副
本
部
長
）、
ジ
ュ
リ
ア
・

ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
氏
（
駐
日
英
国
大
使
）、

平
岡
秀
夫
会
員
（
第
一
東
京
・
元
法
務

大
臣
）、
佐
藤
大
介
氏
（
共
同
通
信
社

編
集
委
員
兼
論
説
委
員
）
の
4
名
に
ご

登
壇
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
日

本
の
現
状
に
つ
い
て
、
学
界
か
ら
井
田

良
氏
（
中
央
大
学
大
学
院
教
授
・
前
法

制
審
議
会
会
長
）、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
井

田
香
奈
子
氏
（
朝
日
新
聞
論
説
委
員
）、

宗
教
界
か
ら
福
田
昇
衍
氏
（
全
日
本
仏

教
会
社
会
・
人
権
部
次
長
）
の
3
名
の

方
に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場

か
ら
は
、
田
嶋
要
衆
議
院
議
員
（
立
憲

民
主
党
）
及
び
鎌
田
さ
ゆ
り
衆
議
院
議

員
（
立
憲
民
主
党
）
か
ら
ご
発
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
鈴

木
宗
男
参
議
院
議
員
（
新
党
大
地
）
及

び
福
島
瑞
穂
参
議
院
議
員
（
社
民
党
）

の
代
理
出
席
の
ほ
か
、
阿
部
知
子
衆
議

院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）、
鈴
木
貴
子

衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
）、
西
村

智
奈
美
衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）、

本
村
伸
子
衆
議
院
議
員
（
日
本
共
産

党
）
及
び
山
添
拓
参
議
院
議
員
（
日
本

共
産
党
）
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
、
最
後
は
小
林
元
治
日
弁
連
会
長

か
ら
、
死
刑
廃
止
に
向
け
た
思
い
の
こ

も
っ
た
閉
会
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

22  
基
調
報
告

基
調
報
告

　
伊
井
和
彦
会
員
か
ら
、「
日
本
弁
護

士
連
合
会
に
お
け
る
、
死
刑
制
度
に
関

す
る
検
討
の
経
緯
」
を
テ
ー
マ
に
報
告

が
あ
り
、
2
0
0
2
年
11
月
22
日
に
公

表
さ
れ
た
「
死
刑
制
度
問
題
に
関
す
る

提
言
」
か
ら
、
直
近
の
2
0
2
2
年
11

月
15
日
の
「
死
刑
制
度
の
廃
止
に
伴
う

代
替
刑
の
制
度
設
計
に
関
す
る
提
言
」

に
至
る
ま
で
、
死
刑
制
度
の
廃
止
を
見

据
え
つ
つ
、
そ
の
代
替
刑
と
な
る
べ
き

最
高
刑
の
在
り
方
の
検
討
の
過
程
が
詳

細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
ン
グ
ボ
ト
ム
駐
日
英

国
大
使
か
ら
は
、「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け

る
死
刑
廃
止
と
日
本
へ
の
期
待
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
死
刑
廃
止
の
過
程
に
は
、

契
機
と
な
っ
た
3
つ
の
誤
判
事
件
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
の
1
件
で
あ
る
、
娘
を

殺
害
し
た
と
し
て
死
刑
判
決
を
受
け
た

テ
ィ
モ
シ
ー
・
エ
バ
ン
ス
氏
の
件
は
、

死
刑
執
行
後
に
、
別
の
真
犯
人
が
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

同
大
使
は
袴
田
事
件
に
触
れ
、
え
ん
罪

事
件
を
日
本
で
も
死
刑
廃
止
の
契
機
と

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
死
刑
廃

止
は
、
英
日
両
国
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
得
的
に

ご
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
岡
秀
夫
会
員
か
ら
は
、
2
0
2
2

年
11
月
15
日
か
ら
18
日
に
ド
イ
ツ
・
ベ

ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
「
第
8
回
世
界
死

刑
廃
止
会
議
」
に
出
席
し
、「
死
刑
と

透
明
性
の
欠
如
：
人
権
に
対
す
る
地
球

規
模
で
の
影
響
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
会
議

に
参
加
す
る
と
、
外
国
か
ら
の
日
本
へ

の
関
心
が
薄
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
る
一
方
で
、
国
家
人
権
委
員
会

が
設
置
さ
れ
た
台
湾
で
は
死
刑
廃
止
活

動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
た
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
佐
藤
大
介
氏
か
ら
は
、「
韓
国
で
の

『
死
刑
再
開
論
』
と
現
状
」
と
題
し
、

1
9
9
8
年
以
降
死
刑
が
執
行
さ
れ
て

お
ら
ず
「
事
実
上
の
廃
止
国
」
と
さ
れ

て
い
る
韓
国
に
お
け
る
死
刑
に
対
す
る

世
論
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
2 

0  

1 

8
年
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、

死
刑
容
認
の
意
見
が
8
割
近
く
あ
り
、

死
刑
反
対
の
意
見
が
減
少
し
て
い
る
。

一
方
で
、
韓
国
で
は
、
諸
外
国
と
の
関

係
悪
化
を
懸
念
し
、
国
際
協
調
を
重
視

す
る
こ
と
に
加
え
、
死
刑
の
執
行
停
止

期
間
が
長
く
続
き
、
死
刑
が
日
常
的
な

も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

死
刑
反
対
の
意
見
が
減
少
し
た
と
し
て

も
、
今
後
死
刑
を
再
開
す
る
ほ
ど
の
機

運
が
盛
り
上
が
る
見
込
み
は
低
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

33 � �

各
界
か
ら
の

各
界
か
ら
の

ご
報
告

ご
報
告

　
井
田
良
氏
か
ら
は
、「
日
本
の
死
刑

制
度
と
そ
の
代
替
刑
を
め
ぐ
っ
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
死
刑
は
、
誤
判
の
リ
ス
ク

を
避
け
る
た
め
、
か
え
っ
て
執
行
ま
で

長
時
間
の
苦
し
み
を
生
み
出
し
不
可
避

的
に
悲
劇
的
事
例
を
生
み
出
す
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、応
報
刑
論
に

よ
る
と
死
刑
や
む
な
し
と
の
議
論
に
な

り
が
ち
だ
が
、
命
の
価
値
と
重
み
を
強

調
す
る
こ
と
に
よ
り
死
刑
を
容
認
す
る

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
生
じ
る
こ
と
、
死
刑

廃
止
に
向
け
て
は
刑
罰
論
か
ら
問
い
直

す
べ
き
で
あ
り
、
応
報
刑
論
を
脱
却
し
、

規
範
保
護
型
刑
罰
理
論
を
採
用
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
田
香
奈
子
氏
か
ら
は
、「
死
刑
廃

止
を
め
ぐ
る
議
論
と
報
道
」
の
報
告
が

あ
り
、
国
に
必
要
な
情
報
を
開
示
さ
せ

る
と
い
う
取
材
の
姿
勢
を
踏
ま
え
、
世

論
調
査
の
結
果
を
深
く
掘
り
下
げ
た
上

で
、
死
刑
に
関
し
て
は
、
開
示
さ
れ
る

情
報
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
人
々
を

巻
き
込
ん
だ
議
論
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
は
死
刑
制
度
の
み
な
ら
ず
、
死
刑

確
定
者
の
処
遇
の
是
非
や
執
行
方
法
の

合
憲
性
も
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
問
題
提
起
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
田
昇
衍
氏
か
ら
は
、
死
刑
廃
止
に

向
け
て
の
議
論
は
、
制
度
の
在
り
方
、

被
害
者
・
被
害
者
遺
族
や
加
害
者
・
加

害
者
家
族
に
ど
う
配
慮
す
べ
き
か
な
ど

多
く
の
課
題
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
、

仏
の
教
え
に
基
づ
い
て
「
死
刑
廃
止
」

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
仏

教
者
間
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
と
、

死
刑
に
つ
い
て
の
問
題
を
共
有
し
、
よ

り
一
層
の
議
論
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
の
全
日
本
仏
教
会
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

44  

お
わ
り
に

お
わ
り
に

　
こ
の
日
の
講
演
の
反
訳
は
、
日
弁
連

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
死
刑
制
度
の
問
題（
死

刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革

実
現
本
部
）
の
2
（
16
）
や
次
の
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
わ
ず
か
2
時

間
の
中
で
、
各
界
の
皆
様
か
ら
、
死
刑

廃
止
に
向
け
て
の
大
き
な
エ
ー
ル
を
い

た
だ
い
た
、
貴
重
な
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。
会
場
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
合
わ
せ
、

多
数
の
ご
参
加
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
　
幹
事
　
大
槻
　
展
子
（
第
一
東
京
）

「
死
刑
廃
止
の
実
現
を
考
え
る
日

「
死
刑
廃
止
の
実
現
を
考
え
る
日
2
0
2
3

2
0
2
3
」」

シンポジウム

基調報告をするロングボトム駐日英国大使
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11
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

　
2
0
2
3
年
9
月
5
日
、
弁
護
士
会

館
講
堂
「
ク
レ
オ
」
B
C
に
お
い
て
「
死

刑
事
件
に
関
わ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
弁
護

士
と
の
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
に
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
マ

ク
マ
ホ
ン
氏
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）、

シ
ュ
リ
ア
・
ラ
ス
ト
ギ
氏
（
イ
ン
ド
）、

ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
シ
ッ
ド
・
イ
ス
マ
イ

ル
氏
（
マ
レ
ー
シ
ア
）、
そ
し
て
日
本

か
ら
は
袴
田
事
件
の
弁
護
団
長
で
あ
る

西
嶋
勝
彦
会
員
（
東
京
）
が
登
壇
し
ま

し
た
。

22
　
各
報
告
の
内
容

　
各
報
告
の
内
容

　
マ
ク
マ
ホ
ン
氏
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
が
海
外
で
死
刑
に
直
面
し
た
場
合

に
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
を
提
供
等
す

る
こ
と
で
、
海
外
で
死
刑
に
直
面
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
死
刑
事
件
の
弁
護
は
長
期
に

及
び
、
か
つ
孤
独
で
あ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
で
は
、

学
生
と
と
も
に
死
刑
事
件
の
研
究
を
し

て
お
り
、
マ
ク
マ
ホ
ン
氏
も
学
生
の
研

究
成
果
を
利
用
し
て
支
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
イ
ス
マ
イ
ル
氏
は
、
マ
レ
ー

シ
ア
に
お
け
る
死
刑
廃
止
に
向
け
た
動

き
や
自
身
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
2
0
1
8
年
の
総
選

挙
の
後
、
法
務
大
臣
が
死
刑
執
行
の
停

止
を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
死
刑

廃
止
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
国
内
の
反
対
が
強
く

法
律
上
の
廃
止
は
実
現
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
イ
ス
マ
イ
ル
氏
は
死
刑
事
件
の
背

景
に
あ
る
事
情
を
国
民
に
示
し
、
世
論

形
成
し
て
い
く
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
ラ
ス
ト
ギ
氏
は
、
自
身
が
所

属
す
る
国
立
デ
リ
ー
法
科
大
学
の
死
刑

弁
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
と
き

の
経
験
や
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
初

に
担
当
し
た
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
過
去
10
年
間

に
担
当
し
た
刑
事
事
件
の
う
ち
17
件
に

つ
い
て
無
罪
判
決
を
獲
得
し
、
37
の
事

件
で
死
刑
判
決
が
終
身
刑
に
減
刑
さ
れ

て
い
ま
す
。
ラ
ス
ト
ギ
氏
は
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
と
し
て
最
初
に
取
り

組
ん
だ
ナ
ラ
ヤ
ン
と
い
う
少
年
の
事
案

（
事
件
当
時
未
成
年
者
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
そ
の
点
が
無
視
さ
れ
て
死

刑
判
決
が
下
さ
れ
た
事
例
）
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
西
嶋
会
員
か
ら
は
、
日
本

の
死
刑
廃
止
運
動
の
歴
史
や
1
9
8
0

年
代
に
お
け
る
4
件
の
死
刑
再
審
無
罪

（
免
田
事
件
、
財
田
川
事
件
、
松
山
事

件
、
島
田
事
件
）
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
西
嶋
会
員
は
「
こ
れ
に
袴
田
事
件

が
加
わ
れ
ば
、
世
論
が
大
き
く
動
く
契

機
と
な
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
袴
田
事

件
の
再
審
開
始
が
確
定
す
る
ま
で
に
、

極
め
て
長
い
年
月
が
費
や
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
死
刑

廃
止
の
議
論
に
対
し
て
は
犯
罪
被
害
者

か
ら
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
止
を
目
指
す

日
弁
連
の
闘
い
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き

で
す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。
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報
告
を
受
け
て

　
報
告
を
受
け
て

　
本
交
流
会
は
、
死
刑
事
件
に
関
心
を

持
つ
日
本
の
弁
護
士
等
が
各
国
の
最
前

線
で
死
刑
事
件
に
取
り
組
む
ス
ピ
ー

カ
ー
ら
と
死
刑
事
件
に
つ
い
て
広
く
意

見
を
交
わ
し
、
交
流
す
る
上
で
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
日
本
の

み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
死

刑
を
め
ぐ
る
動
向
に
注
視
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

11  

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　
当
本
部
で
は
、
毎
年
夏
、
弁
護
士
会

館
に
お
い
て
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て
夏

合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年

も
8
月
8
日
、
9
日
の
両
日
、
夏
合
宿

を
行
い
、
死
刑
廃
止
に
向
け
た
関
連
諸

課
題
に
つ
い
て
の
分
析
や
対
応
を
話
し

合
う
と
と
も
に
、
当
連
合
会
と
連
携
し

死
刑
廃
止
に
取
り
組
む
関
連
諸
団
体
と

の
懇
談
、「
ラ
イ
フ
ァ
ー
ズ

　
終
身
刑

を
超
え
て
」「
プ
リ
ズ
ン
・
サ
ー
ク
ル
」

等
の
映
画
で
知
ら
れ
る
坂
上
香
監
督
と

の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

22  

関
連
諸
団
体
と
の
懇
談

関
連
諸
団
体
と
の
懇
談

　
日
本
に
お
い
て
死
刑
廃
止
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
世
論
へ
の
働
き
か
け
も

必
須
で
あ
り
、
当
連
合
会
の
み
の
力
で

は
到
底
足
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当

連
合
会
で
は
、
死
刑
の
廃
止
を
求
め
る

関
係
諸
団
体
（
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
、
死
刑
廃
止
国

際
条
約
の
批
准
を
求
め
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

90
、「
死
刑
を
止
め
よ
う
」
宗
教
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、 

死
刑
を
な
く
そ
う
市
民
会

議
、
監
獄
人
権
セ
ン
タ
ー
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
C
r
i

m
e
I
n
f
o
、

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
、
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
協
議
会
、
日
本

国
民
救
援
会
等
）
と
の
連
携
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　
夏
合
宿
に
お
い
て
も
、
関
連
諸
団
体

と
の
懇
談
の
機
会
を
も
ち
、
各
団
体
の

報
告
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
関
連
諸
団

体
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
、
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
死
刑
廃
止
関
連
情
報

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
設
置
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
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坂
上
香
さ
ん
と
の

坂
上
香
さ
ん
と
の

勉
強
会

勉
強
会

⑴
　
ア
ミ
テ
ィ
（
友
愛
）
の
紹
介

　
坂
上
香
さ
ん
は
、
幼
少
期
の
虐
待
と

成
人
後
の
暴
力
等
と
の
関
連
性
が
あ
る

と
し
て
、
そ
の
治
療
や
介
入
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
き
た
元
精
神
分
析
医
ア
リ

ス
・
ミ
ラ
ー
さ
ん
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
ア

リ
ゾ
ナ
州
の
犯
罪
者
の
更
生
施
設
ア
ミ

テ
ィ
を
紹
介
さ
れ
、
1
9
9
5
年
に
同

施
設
を
訪
問
し
、
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　
ア
ミ
テ
ィ
は
、
自
身
も
刑
務
所
に
収

容
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
方
が
創
設
し
た
、

薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
暴
力
の
問
題

を
抱
え
る
人
々
の
回
復
施
設
で
す
。
そ

こ
で
の
共
同
生
活
を
通
し
て
、
全
人
的

な
成
長
を
目
指
す
場
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
力
を
使
っ
て
問
題
回
復
及
び

人
間
的
成
長
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
を
「
回
復
共
同
体
（
T
C
）」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
T
C
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
居
住
者
が

対
等
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
が
元
当
事

者
で
あ
り
、「
極
悪
人
」「
手
に
負
え
な

い
」
と
言
わ
れ
た
人
々
が
、
変
化
を
遂

げ
る
姿
を
目
撃
し
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
で
も
薬
物
依
存
者
の
更
生
を
支

援
す
る
ダ
ル
ク
は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
ミ
テ
ィ
は
、
受
け
入
れ
対
象
者
も
さ

ら
に
幅
広
く
、
そ
の
運
営
に
は
相
当
の

苦
労
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

⑵
　�

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
で
の
取
組

　
坂
上
さ
ん
は
、
ア
ミ
テ
ィ
の
考
え
を

一
部
取
り
入
れ
た
、
日
本
初
の
P
F
I

刑
務
所
（
民
間
の
資
金
や
経
験
を
活
用

し
て
公
共
施
設
の
建
設
か
ら
運
営
ま
で

を
行
う
更
生
施
設
）
で
あ
る
島

根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
で
の
T
C
を
紹
介
し
、
同

セ
ン
タ
ー
で
の
T
C
の
運
用
状

況
や
、T
C
受
講
者
の
人
間
的

成
長
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
T
C
を
受
講
し
た

男
性
に
も
出
席
い
た
だ
き
、

T
C
で
の
体
験
、お
互
い
の（
人

に
話
を
し
た
く
な
い
）
体
験
を

語
り
、
支
え
合
う
こ
と
が
更
生
へ
の
力

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
彼
の
自
ら
の
罪
に
誠
実
に

向
き
合
っ
て
い
る
姿
や
真
摯
な
話
し
ぶ

り
か
ら
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
人

の
立
ち
直
り
に
は
、
突
き
放
す
こ
と
は

逆
効
果
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

よ
っ
て
支
え
る
こ
と
で
、
自
ら
の
罪
と

向
き
合
い
更
生
で
き
る
可
能
性
が
高
ま

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

「
死
刑
事
件
に
関
わ
る
ア
ジ
ア
諸
国
の

弁
護
士
と
の
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
　
委
員
　
大
野
　
鉄
平
（
愛
知
県
）

西嶋勝彦会員ほか登壇者の集合写真講演する坂上香監督

2
0
2
3
年
夏
合
宿
報
告

関
連
団
体
と
の
意
見
交
換
会
・

坂
上
香
さ
ん
と
の
勉
強
会

死
刑
廃
止
及
び
関
連
す
る
刑
罰
制
度
改
革
実
現
本
部
　
事
務
局
次
長
　
舩
澤
　
弘
行
（
千
葉
県
）


